
物  質  名 クロロジフルオロメタン ＤＢ－13 

別  名 

ジフルオロクロロメタン  
フロン-22  
フロン-R22 
HCFC-22 

CAS 番号 75-45-6 
PRTR 番号 第 1 種 85 
化審法番号 2-93 

構 造 式 
 

 

分子式 CHClF2 分子量 86.47 
沸点 －40.7℃ 1) 融点 －157.4℃ 2) 
蒸気圧 7.25×103 mmHg（25℃、実測値）3) 換算係数 1 ppm = 3.54 mg /m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 1.08（実測値）4) 水溶性 2,770 mg/L（25℃、実測値）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 吸入 LC50 1,020,000 mg/m3 (30min) 6)  
 マウス 吸入 LC50 1,000,000 mg/m3（2hr）6)  
 ラット 経口 LD 43.2 mg/kg  6)  
 ラット 吸入 LC50 1,239,000 mg/m3（15min）6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラット、マウスに 0、7,000、50,000 mg/m3、ウサギに 0、50,000 mg/m3 を 10 ヵ月間（6 時間/
日、6 日/週）吸入させた結果、50,000 mg/m3 群では体重増加の抑制がマウス、呼吸抑制がラ

ット、中枢神経系機能の変化がラット、マウス、ヘモグロビン濃度の低下がウサギ、肝臓、

肺、神経の異栄養性の組織の変性がマウス、ラット、ウサギにみられたが、7,000 mg/m3 群の

ラット、マウスで影響はみられなかった 7) 。 
・ラットに 0、3,540、35,400、177,000 mg/m3 を 118～131 週間（5 時間/日、5 日/週）吸入させた

結果、177,000 mg/m3 群で肝臓の絶対及び相対重量、腎臓、副腎、下垂体の絶対重量の有意な

増加を認めた 8) 。この結果から、NOAEL は、35,400 mg/m3 (ばく露状況で補正：5,268 mg/m3)
であった。 

・マウスに 0、3,540、35,400、177,000 mg/m3 を 83～94 週間（5 時間/日、5 日/週）吸入させた結

果、177,000 mg/m3 群で自発運動の亢進がみられただけで、体重や主要な臓器等に異常はなか

った 9) 。この結果から、NOAEL は 35,400 mg/m3 (ばく露状況で補正：5,268 mg/m3)であった。

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0、177,000 mg/m3 を 8 週間（5 時間/日）吸入させた後に無処置の雌と交尾させた

結果、177,000 mg/m3 群で血漿中のコレステロールの増加、グルコース及びトリグリセリドの

減少がみられ、前立腺及び凝固腺の重量がわずかに減少したが、組織の変性はみられず、雌

では着床数や生存胎仔数等に影響はなかった 10) 。 
・ラットに、0、354、3,540、177,000 mg/m3 を妊娠 6 日目から 15 日目まで吸入（6 時間/日）さ

せた結果、177,000 mg/m3 群の母ラットで体重増加の抑制（15％低下）、胎仔で低体重、眼の

異常（小眼球や無眼球）の増加に有意差を認めた 11) 。この結果から、NOAEL は 3,540 mg/m3 

(ばく露状況で補正：885 mg/m3)であった。 
・ラットに 0、3,540、35,400 mg/m3 を妊娠 4 日目から 13 日目、妊娠 6 日目から 15 日目まで吸



入（6 時間/日）させた結果、母ラットに影響はみられなかったが、胎仔では 3,540 mg/m3 群で

1/22 匹、35,400 mg/m3 群で 2/21 匹に眼の異常（無眼球や小眼球）がみられたため、ラットの

数を増やして 0、1,770、3,540、70,800 mg/m3 を妊娠 6 日目から 15 日目まで吸入（6 時間/日）

させた結果、母ラットに影響はなかったが、1,770、3,540、70,800 mg/m3 群でそれぞれ 1/33
匹、2/33 匹、1/35 匹の胎仔に小眼球または無眼球がみられ、有意な発生率ではなかったもの

の、自然発生率を大きく上回っていた 12) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質（液体）が急速に気化すると凍傷を起こすことがある。眼に入ると発赤、痛み、吸入

すると不整脈、息切れ、錯乱、意識喪失、嗜眠を生じる。心臓血管系、中枢神経系に影響を

与え、心臓障害、中枢神経の抑制を生じることがある 13) 。 
・破損した冷却パイプから本物質が漁船の船倉に充満して 2 人が死亡した事故の 5 日後の剖検

では、血液は暗赤色で、肺は著明なうっ血、浮腫、出血、気腫を示し、肺胞で色素沈着した

マクロファージ、肝細胞で微細な脂肪滴がみられた以外には異常所見はなかった。なお、種

々の組織、血液、尿、心膜液から本物質が検出された 14) 。 
・凍結切片作成のために本物質を使用する病理組織部門の労働者 118 人（対照群 85 人）につい

て、動悸の発生率を調査した結果、動悸の発生率は労働者で 3.5 倍高く、ばく露指標とした

標本枚数との間には用量－反応関係がみられた。2 人の労働者で呼吸域の本物質濃度は 1,062 
mg/m3 であった 15) が、他の物質へのばく露について考慮されていない。 

・冷蔵庫の修理に従事する労働者 6 人（対照群 6 人）について心電図を 24 時間モニターした結

果、作業時に本物質及びジクロロジフルオロメタン混合物のばく露と不整脈の発生との間に

明確な関係はみられなかった。なお、労働者の 1 人で心室性異所性収縮がみられ、平均 170 ppm
（602 mg/m3）、ピーク 3,200 ppm（11,328 mg/m3）にばく露されていた 16) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 17) 

実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒトに対

する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 18)  TLV-TWA 1,000 ppm（3,540 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 19) 1,000 ppm（3,540 mg/m3）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入ばく露については、ラットの生殖・発生毒性試験から得られた NOAEL は 3,540 mg/m3 (母
ラットの体重増加の抑制、胎仔の眼球異常)を採用し、ばく露状況で補正した 885 mg/m3 を暫定

無毒性量等に設定する。 
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